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1 スコットランド・ゲール語は、インド・ヨーロッパ語族ケルト語派島嶼ケルト語ゴイデリック語群に分
類される言語であり、基本語順は VSO 型、子音音素は 33 個、母音音素は単母音と二重母音を合わせると
28 個である(Ethnologue | Scottish Gaelic より)。Gaelic Language Report Part 1 によれば、2011 年時点で、3
歳以上のスコットランド国民のうち 8 万 7100 人(全体の 1.7%に相当)がスコットランド・ゲール語の技能
を何らかの形で有している。その 8 万 7100 人の内、当該言語の完全な技能(full skills)を有する話者の数、












として MacAulay(1992)、Dorian(1978)、University of Glasgow(2005)がある。 
 MacAulay(1992: 200)によれば、定の譲渡不可能所有物(生来的な関係や身体部分)におい
ては所有代名詞が義務的に用いられ(例 1)、所有関係が契約上のものである場合や、名詞句
が不定の場合は前置詞句による所有表現が用いられる(例 2, 3)。 
 
(1) mo      cheann                       (2) a’     bhean        agam                    (3) cù             leis    a’    bhalach 
my      head.NOM                           the    wife.NOM    at+1SG                         dog.NOM    with    the   boy.DAT 







疇に当てはまらない場合は、前置詞 aig を用いて表現される(Dorian 1978: 97-100 要約)。 
 University of Glasgow(2005)は、グラスゴー大学がスコットランド・ゲール語初級の授業
で使用している教科書である。同書によれば、人称代名詞を用いた所有表現の構造には、[所
有代名詞+名詞]あるいは[定冠詞 an+名詞+前置詞 aig の人称変化形]の 2 種類があり、これ
らは基本的に入れ替え可能だが、身体部分と親族名称には、通常[所有代名詞+名詞]の構造








                                                        





身体部分 > 属性 > 衣類 > (親族) > 愛玩動物 > 作品 > その他の所有物 


























調査には、Google フォームで作成した Web アンケートを用いた。設問ではまず、英語の
名詞句内所有表現を示した(例: my head)。さらに、その英語の所有表現に対応するものと




















表 1 の名詞と組み合わせる所有構造としては、先行研究の記述などを参考に、以下の 4
つを使用した。代名詞は 1 人称単数に統一した。 
 
[PP+N]: 所有代名詞(Possessive Pronoun) (mo ‘my’)+名詞 
[DEF+N+aigC]: 定冠詞+名詞+前置詞 aig ‘at’の屈折形(Conjugated form) (agam ‘at me’) 
[N+leC]: 名詞+前置詞 le ‘with’の屈折形(leam ‘with me’) 
[DEF+N+airC]: 定冠詞+名詞+前置詞 air ‘on’の屈折形(orm ‘on me’) 
 
容認度を判定してもらう所有表現の総数は、所有物のカテゴリ数(7)×各カテゴリの名詞
の数(3)×各名詞と組み合わせる所有構造の数(4) = 84 となった。 
 
3.2. 調査結果と考察 
今回の調査では、合計 64 人から有効回答を得ることができた。その中の男女比は 31:33
であった。回答者の年代は、20 代が 16 人、30 代が 21 人、40 代が 8 人、50 代が 12 人、60
代が 7 人であった。各所有表現の容認度は、「容認可能(Acceptable)」を 2 点、「容認不可能
(Unacceptable)」を 0 点、「どちらとも言えない(Neither)」を 1 点として算出した。 
 
3.2.1. 所有傾斜による分析 
 まず、全 84 の所有表現について、64 人の回答の平均値をそれぞれ算出し、これを各所
有表現の容認度とした。その後、同一カテゴリ内の所有構造ごとに、3 つの所有表現の容
認度からその平均値を算出した。図 1 は、その容認度をグラフに表したものである。 
                                                        
3 身につけているものに限られる(角田 2009: 128)。 

























































































































































1 1st person 1 人称 / DAT dative 与格 / NOM nominative 主格 / SG singular 単数 
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